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坂上節明宗家

坂上隆祥師

摩文仁賢和師

糸洲安恒師

　糸洲流空手道は「首里手」の大家である松村宗棍師（1798 ～ 1890）に源を発し、近世の

拳聖と世人に仰がれている糸洲安恒師（1830 ～ 1915）を流祖としている。

　糸洲安恒師は、これまで「唐手術」と言う護身術であった「手」を体育的に改良再編し、

学校体育に取り入れ人格形成に主眼を置いて昇華させた。

　また、多くの型を創作し現在最も普及している平安 ( ピンアン ) の型は、糸洲安恒師が

作られたものである。

　糸洲安恒師の「型」を最も正しく学ばれた摩文仁賢和師（1889 ～ 1952）は「糸洲派二世」

を継承する。摩文仁師は「那覇手」の東恩納寛量師にも師事し、後に両師の頭文字をとり「糸

東流」を創始する。

　摩文仁師は「糸洲派」を後世に伝承させるため 1952 年 1 月、高弟の坂上隆祥（1915 ～

1993）に「糸洲派三世」を継承させる。

　坂上隆祥師は、1940 年３月「糸東流空手道坂上道場」を兵庫県川西市の自宅に開設する。

　1954 年８月に上京し、東京都葛飾区に「日本玄武館空手道場」を開設する。

　1955 年６月、横浜市鶴見区に道場を移転し「全日本空手道糸洲会総本部道場」を開設。

これを契機に会名を「全日本空手道糸洲会」とし、これより「糸洲会」と呼称する。

　1969 年 4 月、正式に流名を「糸洲流」に、会名を「日本空手道糸洲会」と命名。ロゴマー

クも制定する。

　1976 年 5月、坂上隆祥著「空手道大鑑・平安編」を会員向けに出版。続いて 1978 年 10月「空

手道型大鑑」を出版する。この本が型教材のベストセラーとして愛好者に幅広く好評を得て、

現在５版を重ね発売中である。その他「ヌンチャク・釵」など琉球古武道関係の書籍を出

版する。

　1979 年４月、糸洲流空手道の連綿たる歴史と技法が評価され日本古武道協会に空手道界

初の加入流派として承認される。

　1994 年 4 月、門下生一同の推戴を受け、坂上隆祥の嫡子節明が「糸洲流四世」を継承する。

　四世坂上節明は「型で始まり、型で終わる」と言われる糸洲安恒、摩文仁賢和、坂上隆

祥の三世代より伝承された「糸洲流型」を忠実に守り、当流の保存振興のため国内外の後

進の指導育成に努めている。

　2007 年１月より、坂上節明監修指導のもとＤＶＤ「糸洲流空手道型大鑑」を２年半の歳

月をかけて 2009 年 8 月に「全５巻」（49 型収録・英語字幕付）が完成。糸洲流空手道の「型」

規範として大きな遺産となるものと確信している。

　また、空手道の世界的発展に伴い、当流も国際交流の充実を目標に 2002 年８月、糸洲流

加盟 16 ヵ所国にて「糸洲流空手道国際連盟 (IKIF)」を結成する。

　2005 年 7 月アメリカ・ロサンゼルス、2009 年 7 月マレーシア・クアラルンプール、2013

年８月日本・大阪、2017 年８月中国・上海、2022 年デンマーク、2025 年 8 月日本・千葉

県にて「糸洲流国際空手道選手権大会」を開催する。

　現在 20 ヵ国余りが活動中であり、さらに世界に広がりを見せている。

2025 年９月　　文責／坂上節明

新

年

の

ご

挨

拶
　

平
素
、
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
８
月
１
日
～
４
日
の
４
日
間
、
日
本
で
は
12
年
振
り
に
「
２
０
２
５
年
糸
洲
流

国
際
空
手
道
選
手
権
大
会
」
を
東
京
都
の
隣
接
都
市
、
千
葉
県
・
浦
安
市
総
合
体
育
館
「
バ

ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
ア
リ
ー
ナ
」
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

世
界
各
地
か
ら
16
カ
国
、
延
参
加
人
数
１
，
０
５
６
名(

日
本
３
８
２
名
、
外
国

６
７
４
名)

の
糸
洲
拳
士
を
迎
え
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
改
め
て
大
会
開
催
に
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
様
方
、
当
日
の
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
際
大
会
の
話
を
し
ま
す
と
、
今
ま
で
は
４
年
毎
に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
国
際
会
議
で
３
年
毎
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
議
さ
れ
、
２
年
後
の

「
２
０
２
８
年
糸
洲
流
国
際
空
手
道
選
手
権
大
会
」
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
・
コ
ロ
ン
ボ
に

て
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　

　

今
年
度
の
国
内
事
業
目
標
は
会
員
拡
大
、
競
技
力
ア
ッ
プ
、
公
認
資
格
取
得
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ん
、
昨
年
は
立
派
な
成
績
を
収
め
た
選
手
も
い
ま
し
た
が
、

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
方
な
ら
び
ご
家
族
の
方
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

坂上節明　宗家・会長

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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第
１
回
全
空
連
指
定
形
講
習
会
の
開
催

令
和
７
年
１
月
18
日
（
土
）　
大
阪
・
吹
田
市
立
武
道
館
（
洗
心
館
）

受審された方々と

6

　
常
任
理
事
会
・
理
事
会
で
承
認
を
頂
き
ま
し
た
技

術
委
員
会
主
催
の
公
認
段
位
取
得
の
た
め
の
『
全
空

連
指
定
形
（
糸
東
流
）』
の
実
技
講
習
会
を
令
和
７

年
１
月
18
日
（
土
）
大
阪
府
吹
田
市
の
武
道
館
「
洗

心
館
」
に
お
い
て
受
講
者
19
名
の
参
加
に
て
、
特
別

講
師
に
江
指
容
子
先
生
を
お
迎
え
し
実
施
い
た
し
ま

し
た
。	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
講
習
会
開
催
に
先
立
ち
、
技
術
委
員
会
副
委
員
長

（
藤
田
榮
三
委
員
長
ご
欠
席
）
の
日
野
正
剛
先
生
よ

り
今
回
の
講
習
会
の
目
的
な
ど
を
含
め
て
訓
示
が
有

り
、
引
き
続
き
講
師
や
役
員
の
先
生
方
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。	

	
	

	
	

	
	

	

　
本
講
習
会
は
、
全
空
連
の
４
段
・
５
段
・
６
段
を

志
し
て
い
る
先
生
方
や
こ
れ
ら
を
再
度
学
ん
で
み
よ

う
と
思
わ
れ
る
先
生
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
特
別
講
師
と
し
て
全
空
連 

２
級
審
査
員
お
よ

び
全
空
連
公
認
七
段
位
な
ら
び
に
糸
洲
会
８
段
位
の 

江
指
容
子
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
後
、
準
備
体
操
を
行
な
っ
た
あ
と
に
『
全

空
連
指
定
形
（
糸
東
流
）』
の
第
１
指
定
形
の
「
バ
ッ

サ
イ
（
大
）」
と
「
セ
イ
エ
ン
チ
ン
」
お
よ
び
第
２

指
定
形
の
「
ニ
ー
パ
イ
ポ
」
と
「
マ
ツ
ム
ラ
ロ
ー
ハ

イ
」
の
四
つ
の
形
を
、
本
日
の
江
指
先
生
の
助
手
を

務
め
ま
す
土
橋
輝
太
郎
さ
ん
か
ら
模
範
演
武
が
有
っ

た
の
ち
に
全
員
で
こ
れ
ら
四
つ
の
形
を
演
武
い
た
し

ま
し
た
。

　
演
武
の
途
中
で
も
中
断
し
て
、
分
解
も
含
め
て
懇

切
丁
寧
に
説
明
し
指
導
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
受
講

者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
、
且
つ
真
剣
な
面

持
ち
で
演
武
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
習
会
中
盤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
者
の
希
望
の

四
つ
の
コ
ー
ス
に
別
れ
受
講
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
で
き
め
細
か
く
江
指
先
生
か
ら
指
導
を

頂
き
、
３
時
間
30
分
の
充
実
し
た
講
習
会
に
受
講
者

全
員
大
い
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。	

	
	

	
	

	

　
閉
講
式
に
あ
た
り
技
術
委
員
会
関
西
地
区
担
当
役

員
の
伊
藤
先
生
か
ら
講
評
が
有
り
、
無
事
に
閉
講
致

し
ま
し
た
。	

	
	

	

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
快
く
講
師
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
『
江
指 

容
子 

先
生
』
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

	
	

　
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
講
習
会
に
ご
協
力
ご
出
席
賜
り
ま
し
た

先
生
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
。	

	
	

　
全
空
連
の
高
段
位
を
志
さ
れ
る
先
生
方
、
合
格
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
　
　
　
　
　
（
技
術
委
員
会
事
務
長　
橋
本
繁
信
）

ご挨拶される江指特別講師 ご挨拶される日野副委員長

模範演武と江指先生の指導

講習会の様子

令
和
７
年
度
中
国
地
区
協
議
会
主
催
組
手
審
判
講
習
会

令
和
７
年
７
月
６
日(

日)　
呉
市
警
固
屋
体
育
館

講師の説明を聞く受講者の様子

　

令
和
７
年
７
月
６
日(

日)

、
呉
市
警
固
屋
体
育

館
に
お
い
て
、
中
国
地
区
協
議
会
主
催
の
組
手
審
判

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
は
、
２
０
２
５
年
糸
洲
流
国
際
大

会
で
採
用
さ
れ
る
「
副
審
２
名
制
」
の
組
手
審
判
規

定
の
理
解
お
よ
び
審
判
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
、
芥
川
隆
行
先
生
に
お
願
い
し
、
22
名
の

受
講
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
半
の
座
学
講
習
で
は
、
芥
川
先
生
の
各
種
大
会

で
の
経
験
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
副
審
２
名
制
の
ル
ー

ル
の
基
本
的
な
考
え
方
や
監
査
の
役
割
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
、
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
講
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
も
、
的
確

な
回
答
を
い
た
だ
き
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
実
技
講
習
で
は
、
想
定
さ
れ
る
場
面
を
も

と
に
、
主
審
の
立
ち
位
置
や
副
審
の
旗
を
下
げ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
細
か
な
点
ま
で
、
ル
ー
ル
に

則
っ
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
実
践
に
繋
が
る
貴

重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

副
審
２
名
制
は
未
完
成
の
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
は
あ
り
そ
う
で
す
が
、

自
信
を
持
っ
て
判
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
や

は
り
経
験
を
積
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
は
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
の
限

ら
れ
た
時
間
の
講
習
で
し
た
が
、
猛
暑
の
中
、
受
講

者
も
熱
心
に
受
講
さ
れ
、
審
判
員
の
知
識
と
技
術
向

上
に
繋
が
る
大
変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
中
国
地
区
会
報
委
員　
羽
部
千
敏
）

試合形式の実技講習
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令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
）
大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
０
２
５
糸
州
会
関
西
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

　
去
る
10
月
26
日
、
関
西
地
区
大
会
が
無
事
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

　
け
が
人
も
少
な
く
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
実
行
委
員
長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
３
度
目
の

関
西
地
区
大
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
藤
田
先
生
、
柏

木
先
生
、
永
野
先
生
、
他
大
勢
の
先
生
方
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
や
っ
と
半
人
前
に
な
れ
た
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
選
手
時
代
の
頃
に
は
あ
ま
り
何
も
思
わ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
運
営
側
に
な
る
と
大
勢
の
人
達
の
協
力

が
あ
っ
て
大
会
が
成
立
し
て
い
る
の
だ
と
、
し
み
じ

み
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

会場全体写真

す
。

（
大
会
実
行
委
員
長　
北
庄
司
輝
一
）

　

令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
）、
大
阪
府
立
門
真
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
２
０
２
５
年
関
西
地

区
空
手
道
選
手
権
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
新
た
に
「
関
西
地
区
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会
」
か
ら
「
関
西
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
」

に
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
競
技
種
目
が
幼
児
の
部
か
ら
高
校
生

の
部
ま
で
で
し
た
が
、
今
年
は
個
人
組
手
、
個
人
型

に
お
い
て
一
般
の
部
、
シ
ニ
ア
の
部
を
設
け
、
年
齢

大会会長代行 
濱田庄蔵先生

シニア女子型試合

選手宣誓

大会委員長 
柏木吉治先生　

シニア男子組手試合

大
会
結
果

【
型
競
技
】

◎
幼
児
の
部(

男
女
混
合)　
１
位
／
橋
本
実
茉(

体
誠
塾
岸

和
田)

２
位
／
吉
田
柚
尋(

藤
田
道
場)

３
位
／
安
樂
明
咲(

富

永
道
場)

松
宮
壱
太
朗(

富
永
道
場)

◎
小
学
生
（
低
学
年
）
無
級
～
９
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
小
野
睦
季(

創
心
館
豊
能)

２
位
／
中
村
駆
尊(

創
心
館

豊
能)

◎
小
学
生
（
高
学
年
）
無
級
～
９
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
池
田
充
希(

創
心
館
豊
能)

◎
小
学
生
（
低
学
年
）
８
級
～
７
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
山
口
楓(

吹
田
青
少
年)

２
位
／
竹
内
柚(

玉
島
青
少
年)

３
位
／
上
野
源(

泉
南
支
部)

矢
谷
瑛
茉(

吹
田
青
少
年)

◎
小
学
生
（
高
学
年
）
８
級
～
７
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
親
川
星(

富
永
道
場)

２
位
／
中
嶋
宝
輝(

玉
島
青
少
年)

３
位
／
増
田
友
絵(

道
夢
館)

上
野
陽
翔(

泉
南
支
部)

◎
小
学
生
（
低
学
年
）
６
級
～
５
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
榊
原
凛
香(

体
誠
塾
柳
田)

２
位
／
柴
原
柚
友(

体
誠
塾

柳
田)

３
位
／
吉
川
旺
輝(

体
誠
塾
岸
和
田)

渡
辺
律(

芦
屋

本
部)

◎
小
学
生
（
高
学
年
）
６
級
～
５
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
上
山
暖
心(

泉
南
支
部)

２
位
／
今
村
優
希(

駒
川)

◎
小
学
生
（
低
学
年
）
４
級
～
３
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
中
尾
莉
子(

体
誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
水
上
奨
梧(

体
誠

塾
柳
田)

３
位
／
大
森
大
悟(

体
誠
塾
柳
田)

尾
﨑
佑
舵(

体

誠
塾
奈
良)

◎
小
学
生
（
高
学
年
）
４
級
～
３
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１

位
／
橋
本
茉
子(

体
誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
志
賀
花
梨(

泉
南

支
部)

３
位
／
穂
積
孝
輔(

千
里
山)

有
田
悠
輝	(

吹
田
青
少

年)◎
小
学
生
２
級
～
１
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１
位
／
中
尾
圭

汰(

体
誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
印
藤
鳳
人(

体
誠
塾
岸
和
田)

３
位
／
村
上
明
音
依（
体
誠
塾
岸
和
田
）原
本
拓
磨(

道
夢
館)

◎
中
学
生
有
級
の
部
（
男
女
混
合
）　
１
位
／
志
賀
葵(

泉
南

支
部)

２
位
／
真
鍋
桜(

創
心
館
豊
能)

◎
小
学
生
有
段
の
部
（
男
女
混
合
）　
１
位
／
仁
田
星
那(

体

誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
松
井
涼
馬(

体
誠
塾
岸
和
田)

３
位

／
米
良
伊
織(

創
心
館
豊
能)

印
藤
比
奈
瀬(

体
誠
塾
岸
和
田)

◎
中
学
生
男
子
有
段
の
部　
１
位
／
松
井
将
馬(

体
誠
塾
岸

和
田)

２
位
／
八
原
琉
衣(

吹
田
青
少
年)

◎
中
学
生
女
子
有
段
の
部　
１
位
／
北
村
ひ
よ
り(

藤
田
道

場)◎
高
校
生
男
子
の
部　
１
位
／
和
田
准
弥(

洗
心
館)

◎
高
校
生
女
子
の
部　

１
位
／
北
村
ひ
な
た(

藤
田
道
場)

２
位
／
北
村
七
海(

吹
田
青
少
年)

◎
一
般
男
子
の
部　
１
位
／
齊
藤
辰
紀(

洗
心
館)

◎
一
般
女
子
の
部　
１
位
／
齊
藤
実
紀
香(

吹
田
青
少
年)

シ
ニ
ア
男
子
の
部　

１
位
／
岸
本
延
幸(

芦
屋
本
部)

２
位

／
岩
田
俊
一(

千
里
山)

◎
シ
ニ
ア
女
子
の
部　

１
位
／
新
屋
真
美(

道
夢
館)

２
位

／
杉
中
訓
子(

芦
屋
本
部)

◎
団
体
戦
無
級
～
７
級　
１
位
／
玉
島
青
少
年
Ａ　
２
位
／

吹
田
青
少
年
Ｂ

◎
団
体
戦
６
級
～
３
級　
１
位
／
体
誠
塾
柳
田　
２
位
／
体

誠
塾
岸
和
田

◎
団
体
戦
２
級
～
有
段　
１
位
／
体
誠
塾
岸
和
田
Ａ　
２
位

／
体
誠
塾
岸
和
田
Ｂ	

【
組
手
競
技
】

◎
幼
児
の
部(

男
女
混
合)　
１
位
／
吉
田
柚
尋(

藤
田
道
場)

２
位
／
竹
内
夏
竣(

玉
島
青
少
年)

◎
小
学
生
１
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
吉
川
旺
輝(

体
誠

塾
岸
和
田)

２
位
／
坂
本
知
哉(

新
誠
館
桜
井)

３
位
／
大

倉
梛(

吹
田
青
少
年)

中
野
偉
智(

吹
田
青
少
年)

◎
小
学
生
２
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
甲
斐
湊
人(

富
永

道
場)

２
位
／
有
田
燎(

吹
田
青
少
年)

◎
小
学
生
３
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
島
田
晴
司(

新
誠

館
桜
井)

２
位
／
髙
見
旺
佑(

芦
屋
本
部)

３
位
／
島
田
瑛

司(

新
誠
館
桜
井)

水
上
奨
梧(

体
誠
塾
柳
田)

◎
小
学
生
４
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
山
本
雅
久(

藤

田
道
場)

２
位
／
伊
部
瑛
心(

創
心
館
豊
能)

３
位
／
宇
川

翔
太(

富
永
道
場)

佐
藤
侃
己(

芦
屋
本
部)

◎
小
学
生
５
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
下
垣
颯
空(

富

永
道
場)

２
位
／
冨
田
聖
音(

芦
屋
本
部)

３
位
／
國
安
翔

斐(

吹
田
青
少
年)

平
純
汰(

吹
田
青
少
年)

◎
小
学
生
６
年
生
（
男
子
の
部
）　
１
位
／
松
井
涼
馬(

体

誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
村
島
悠
梧(

新
誠
館
桜
井)

３
位
／

渡
辺
倭(

芦
屋
本
部)

乙
川
優
太(

富
永
道
場)

◎
小
学
生
１
年
生
～
２
年
生
（
女
子
の
部
）　
１
位
／
永
井

心
結(

富
永
道
場)

２
位
／
髙
橋
柚
葉(

富
永
道
場)

◎
小
学
生
３
年
生
～
４
年
生
（
女
子
の
部
）　
１
位
／
松
山

千
夏(

富
永
道
場)

２
位
／
杉
本
千
晴(

新
誠
館
桜
井)

◎
小
学
生
５
年
生
～
６
年
生
（
女
子
の
部
）　
１
位
／
仁
田

星
那(

体
誠
塾
岸
和
田)

２
位
／
印
藤
比
奈
瀬(

体
誠
塾
岸

和
田)

◎
中
学
１
年
生
男
子
の
部　

１
位
／
溝
辺
千
章(

富
永
道

場)

２
位
／
中
川
勝
翔(

藤
田
道
場)

◎
中
学
２・３
年
生
男
子
の
部　
１
位
／
松
井
将
馬(

体
誠

塾
岸
和
田)

２
位
／
岩
崎
海
希(

富
永
道
場)

◎
高
校
生
男
子
の
部　
１
位
／
牧
野
航(

体
誠
塾
奈
良)

２

位
／
稲
葉
匡
泰(

体
誠
塾
奈
良)

◎
シ
ニ
ア
男
子
の
部　
１
位
／
黒
木
伸
厳(

芦
屋
本
部)

２

位
／
田
中
秀
幸(

創
心
館
豊
能)

◎
シ
ニ
ア
女
子
の
部　
１
位
／
端
山
亜
希
子(

芦
屋
本
部)

２
位
／
杉
中
訓
子(

芦
屋
本
部)

◎
団
体
小
学
生
低
学
年
の
部　

１
位
／
新
誠
館
桜
井　

２

位
／
吹
田
青
少
年
Ｂ	

◎
団
体
小
学
生
高
学
年
の
部　

１
位
／
芦
屋
空
手
道　

２

位
／
体
誠
塾
岸
和
田
Ａ	

に
関
わ
り
な
く
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
出
場
者
が
揃
わ
ず
不
成
立
種
目
が

あ
っ
た
も
の
の
、
新
た
に
シ
ニ
ア
の
部
で
は
型
、
組

手
と
も
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
の
体
誠
塾
岸
和
田
の
松
井
涼
馬
選
手
、

仁
田
星
那
選
手
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
か
ら
競
技

が
始
ま
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
の
中
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
型
競
技
で
は
、
地
域
の
大
会
と
は
異
な
り
、
糸
洲

流
の
型
を
演
武
す
る
と
い
う
糸
洲
会
独
特
の
試
合
の

雰
囲
気
で
し
た
。

　
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
細
か
く
種
目
が
分
け
ら
れ

た
中
、
た
く
さ
ん
の
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
幅
広
い
年
齢
層
の
出
場
者
が
増
え
、

よ
り
一
層
大
会
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
大
会
副
審
判
長　
内
田
千
秋
）

総評 草加哲男先生
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令
和
７
年
11
月
９
日
（
日
）　

新
地
町
総
合
体
育
館

糸
洲
会　

荒
道
場 

第
９
回 

鹿
狼
杯
大
会

　

令
和
７
年
11
月
９
日
（
日
）、
新
地
町
総
合
体
育

館
に
お
い
て
４
年
ぶ
り
と
な
る
第
９
回
荒
道
場
鹿
狼

杯
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
県
内
外
か
ら
協
力
団
体
を
含
む
10
団
体
85
名
が
参

加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。

　
支
部
団
体
戦
は
南
相
馬
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

 大会会長　荒司先生

小学生５年女子型

【
形
試
合
】　

◎
幼
児
男
女　
１
位
／
伏
屋
柊
菜
希
（
伊
敷
幼
稚
園
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
美
戸
琴
羽
（
大
崎
幼
稚
園
・
鹿
児
島
県
）
３

位
／
中
村
蓮
（
大
崎
保
育
園
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
１・２
年
男
子　
１
位
／
松
山
遥
人
（
立
神
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
鮫
島
弘
潤(

枕
崎
小
・
鹿
児
島
県)

３
位
／

平
野
永
真
（
伊
敷
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
３・４
年
男
子　
１
位
／
松
田
凰
未
（
立
神
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
安
田
貴
彦
（
長
住
小
・
福
岡
県
）
３
位
／
上

堂
園
隼
（
吉
野
東
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
５・６
年
男
子　
１
位
／
松
野
下
湧
（
枕
崎
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
山
口
陽
生
（
中
山
小
・
鹿
児
島
県
）
３
位
／

石
川
創
一
郎
（
田
上
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
中
学
生
男
子　
１
位
／
松
田
簾
生
（
立
神
中
・
鹿
児
島
県
）

◎
成
年
男
子　
１
位
／
安
田
雅
彦
（
福
岡
支
部
・
福
岡
県
）

◎
小
学
１・２
年
女
子　
１
位
／
髙
松
実
愛
（
福
岡
小
・
福
岡

県
）

◎
小
学
３・４
年
女
子　
１
位
／
伏
屋
柚
希
（
伊
敷
台
小
・
鹿

児
島
県
）
２
位
／
上
村
和
果
（
鴨
池
小
・
鹿
児
島
県
）
３
位

／
美
戸
葵
羽
（
大
崎
小
学
校
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
５・６
年
女
子　
１
位
／
安
田
は
つ
き
（
長
住
小
・
福

岡
県
）
２
位
／
山
口
陽
葵
（
中
山
小
・
鹿
児
島
県
）
３
位
／

日
髙
翠
（
鴨
池
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
中
学
女
子
子　
１
位
／
安
田
あ
ゆ
み
（
長
岡
中
・
福
岡
県
）

【
組
手
試
合
】

◎
幼
児
男
女　
１
位
／
伏
屋
柊
菜
希
（
伊
敷
幼
稚
園
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
中
村
蓮
（
大
崎
保
育
園
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
１・２
年
男
子　
１
位
／
鮫
島
弘
潤
（
枕
崎
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
川
﨑
惟
斗
（
桜
ケ
丘
東
・
鹿
児
島
県
）
３
位

／
中
村
幸
龍
（
立
神
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
３・４
年
男
子　
１
位
／
松
田
凰
未
（
立
神
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
鶴
田
悠
悟
（
武
岡
台
小
・
鹿
児
島
県
）
３
位

／
吉
満
乙
貴
（
枕
崎
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
５・６
年
男
子　
１
位
／
松
野
下
湧
（
枕
崎
小
・
鹿
児

島
県
）
２
位
／
上
村
侑
碁
（
鴨
池
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
中
学
生
男
子　
１
位
／
松
田
簾
生
（
立
神
中
・
鹿
児
島
県
）

２
位
／
折
田
将
真
（
伊
敷
台
中
・
鹿
児
島
県
）

◎
成
年
男
子　
１
位
／
山
元
大
樹
（
県
本
部
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
１・
２
年
女
子　
１
位
／
山
内
沙
羅
（
長
尾
小
・
福
岡

県
）

◎
小
学
３・４
年
女
子　
１
位
／
伏
屋
柚
希
（
伊
敷
台
小
・
鹿

児
島
県
）
２
位
／
上
村
和
果
（
鴨
池
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
５・６
年
女
子　
１
位
／
安
田
は
つ
き
（
長
住
小
・
福

岡
県
）
２
位
／
中
島
凜
音
（
鴨
池
小
・
鹿
児
島
県
）

◎
中
学
女
子　
１
位
／
安
田
あ
ゆ
み
（
長
岡
中
・
福
岡
県
）

【
団
体
組
手
】

◎
小
学
低
学
年
男
子　
１
位
／
鴨
池
（
下
津
佳
史・石
川
勢
二・

嫩
悠
斗
・
鹿
児
島
県
）
２
位
／
谷
山
（
山
口
蒼
翔
・
川
﨑
惟
斗
・

中
村
幸
龍
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
高
学
年
男
子　

１
位
／
枕
崎
Ａ
（
松
野
下
湧
・
松
田

凰
未
・
吉
満
乙
貴
・
鹿
児
島
県
）
２
位
／
福
岡
（
有
岡
泰
輔
・

安
田
貴
彦
・
安
田
は
つ
き
・
福
岡
県
）

◎
中
学
男
子　

１
位
／
枕
崎
（
松
田
簾
生
・
遠
山
泰
就
・
松

野
下
湧
・
鹿
児
島
県
）

◎
小
学
低
学
年
女
子　
１
位
／
福
岡
（
髙
松
実
愛・山
内
沙
羅・

安
田
ひ
か
り
・
福
岡
県
）

◎
小
学
高
学
年
女
子　

１
位
／
鴨
池
Ｂ
（
中
島
凜
音
・
安
田

彩
乃
・
鹿
児
島
県
）

開会式

荒道場相談役　
三瓶松太郎先生

大会副審判長
佐々木一幸先生

大会審判長　
草刈真由美先生

団体戦優勝、南相馬

令
和
７
年
12
月
７
日
（
日
）
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
武
道
場

第
20
回
九
州
地
区
交
流
・
第
40
回
糸
洲
会
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会

　
２
０
２
５
年
は
糸
洲
流
国
際
大
会
に
お
い
て
型
で

松
田
凰
未
、
組
手
で
松
田
簾
生
（
枕
崎
）
が
優
勝
す

る
な
ど
輝
か
し
い
年
で
し
た
。

 「
今
年
は
第
40
回
節
目
の
大
会
、
来
年
創
立
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
本
日
は
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、
気

迫
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
井
出
俊
郎
会
長

選手宣誓、上村侑碁選手

挨
拶
。
そ
の
後
、

 「
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
正
々
堂
々
戦
う

こ
と
を
誓
い
ま
す
」

　
と
い
う
上
村
侑
碁
（
糸
洲
会
鴨
池
）
の
力
強
い
選

手
宣
誓
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
最
後
の
大
会
で
選
手
は
寒
冷
の
中
、
気
迫
の

こ
も
っ
た
戦
い
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区　
井
出
俊
郎
）

幼児、形・組手優勝の伏屋柊菜希 
選手記念撮影

【
型
競
技
】

◎
幼
年
男
子　
１
位
／
佐
藤
希
海
（
南
相
馬
）
２
位
／
平
田

晃
誠
（
相
馬
東
）
３
位
／
斎
藤
陸
斗
（
友
好
団
体
）	

	

◎
幼
年
女
子　

１
位
／
菅
野
結
衣
（
新
地
）　

２
位
／
渡
辺

六
花
（
相
馬
東
）	

	
	

	
	

◎
小
学
生
１
年
男
子　
１
位
／
小
笠
原
榛
馬
（
相
馬
東
２
位

／
阿
部
太
亮
（
新
地
）
３
位
／
清
野
奏
一
（
新
地
）	

	

◎
小
学
生
２
年
男
子　
１
位
／
上
田
楠
（
南
相
馬
）
２
位
／

梶
原
諒
馬
（
友
好
団
体
）
３
位
／
佐
藤
陽
澄
（
南
相
馬
）
馬

場
恒
弥
（
南
相
馬
）	

◎
小
学
生
１・
２
年
女
子　

１
位
／
金
内
美
鐘
（
山
形
）
２

位
／
種
本
莉
子
（
高
森
）
３
位
／
菅
野
未
唯
（
新
地
）	

	

◎
小
学
生
３
年
男
子　
１
位
／
吉
田
悠
人
（
相
馬
東
）
２
位

／
栗
原
颯
大
（
友
好
団
体
）
３
位
／
吉
田
陸
斗
（
福
島
中
央
）

吉
開
夢
翔
（
福
島
中
央
）

◎
小
学
生
３
年
女
子　
１
位
／
平
栞
織
（
南
相
馬
）
２
位
／

渡
部
朱
璃
（
南
相
馬
）
３
位
／
小
笠
原
凜
（
高
森
）
伊
藤
歩

結
（
福
島
中
央
）

◎
小
学
生
４
年
男
子　
１
位
／
舘
聖
琉
（
友
好
団
体
）
２
位

／
菅
野
太
雅
（
新
地
）
３
位
／
種
本
丈
亮
（
高
森
）	

	

◎
小
学
生
４
年
女
子　
１
位
／
木
村
粋
（
山
形
）
２
位
／
渡

部
栞
奈（
相
馬
東
）３
位
／
杉
唯
花（
新
地
）榛
葉
理
七（
利
根
）

◎
小
学
生
５
年
男
子　
１
位
／
梶
原
桃
吾
（
友
好
団
体
）
２

位
／
栗
原
大
翔
（
友
好
団
体
）
３
位
／
会
川
陽
斗
（
友
好
団

体
）
渡
辺
創
大
（
福
島
中
央
）

◎
小
学
生
５
年
女
子　
１
位
／
三
瓶
可
菜
（
福
島
中
央
）
２

位
／
馬
場
月
杏
（
南
相
馬
）
３
位
／
渡
邉
ひ
か
り
（
南
相
馬
）

鈴
木
つ
か
さ
（
新
地
）	

◎
小
学
生
６
年
男
子　
１
位
／
舘
嵐
琉
（
友
好
団
体
）
２
位

／
黒
田
藤
生
（
友
好
団
体
）
３
位
／
福
留
丈
二
（
新
地
）
逢

坂
命
（
南
相
馬
）

◎
小
学
生
６
年
女
子　
１
位
／
上
田
乙
姫
（
南
相
馬
）
２
位

／
石
戸
谷
海
音
（
南
相
馬
）
３
位
／
林
梨
菜
（
新
地
）
只
野

梨
花
（
新
地
）	

	

◎
中
学
生
男
子　
１
位
／
天
内
紀
稀
（
友
好
団
体
）
２
位
／

富
谷
勇
太
（
南
相
馬
）		

	
	

	

◎
中
学
・
高
校
生
女
子　
１
位
／
目
黒
莉
明
菜
（
新
地
）
２

位
／
渡
辺
聖
梨
菜
（
福
島
中
央
）

【
組
手
競
技
】

◎
小
学
生
１
年
男
子　
１
位
／
小
笠
原
榛
馬
（
相
馬
東
）
２

位
／
清
野
奏
一
（
新
地
）
３
位
／
阿
部
太
亮
（
新
地
）	

◎
小
学
生
２
年
男
子　
１
位
／
佐
藤
陽
澄
（
南
相
馬
）
２
位

／
上
田
楠
（
南
相
馬
）
３
位
／
渡
邉
匠
（
南
相
馬
）
会
川
叶

（
友
好
団
体
）

◎
小
学
生
１・
２
年
女
子　

１
位
／
金
内
美
鐘
（
山
形
）
２

位
／
菅
野
未
唯
（
新
地
）
３
位
／
種
本
莉
子
（
高
森
）

◎
小
学
生
３
年
男
子　
１
位
／
吉
田
悠
人
（
相
馬
東
）
２
位

／
栗
原
颯
大
（
友
好
団
体
）
３
位
／
吉
田
陸
斗
（
福
島
中
央
）

吉
開
夢
翔
（
福
島
中
央
）

◎
小
学
生
３
年
女
子　
１
位
／
平
栞
織
（
南
相
馬
）
２
位
／

伊
藤
歩
結
（
福
島
中
央
）
３
位
／
渡
部
朱
璃
（
南
相
馬
）
阿

部
栞
奈
（
新
地
）

◎
小
学
生
４
年
男
子　
１
位
／
舘
聖
琉
（
友
好
団
体
）
２
位

／
遠
藤
楓
月
（
相
馬
東
）
３
位
／
菅
野
太
雅
（
新
地
）

◎
小
学
生
４
年
女
子　
１
位
／
大
久
保
光
織
（
利
根
）
２
位

／
榛
葉
理
七
（
利
根
）
３
位
／
中
村
莉
緒
（
南
相
馬
）
杉
唯

花
（
新
地
）

◎
小
学
生
５
年
男
子　
１
位
／
梶
原
桃
吾
（
友
好
団
体
）
２

位
／
会
川
陽
斗
（
友
好
団
体
）
３
位
／
渡
辺
創
大
（
福
島
中

央
）
栗
原
大
翔
（
広
野
）

◎
小
学
生
５
年
女
子　
１
位
／
渡
部
藍
生
（
南
相
馬
）
２
位

／
渡
邉
ひ
か
り
（
南
相
馬
）
３
位
／
鈴
木
つ
か
さ
（
新
地
）

馬
場
月
杏
（
南
相
馬
）

◎
小
学
生
６
年
男
子　
１
位
／
舘
嵐
琉
（
友
好
団
体
）
２
位

／
黒
田
藤
生
（
友
好
団
体
）
３
位
／
逢
坂
命
（
南
相
馬
）	

◎
小
学
生
６
年
女
子　
１
位
／
石
戸
谷
海
音
（
南
相
馬
）
２

位
／
上
田
乙
姫
（
南
相
馬
）
３
位
／
林
梨
菜
（
新
地
）

◎
中
学
生
男
子　
１
位
／
天
内
紀
稀
（
友
好
団
体
）
２
位
／

富
谷
勇
太
（
南
相
馬
）

◎
中
学
・
高
校
生　
１
位
／
目
黒
莉
明
菜
（
新
地
）
２
位
／

渡
辺
聖
梨
菜
（
福
島
中
央
）

◎
小
学
生
団
体
戦　
１
位
／
南
相
馬
Ａ　
２
位
／
福
島
中
央

　
３
位
／
新
地	
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■
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
と
は

　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
ス
ピ
ン
を
見
て
み
る

と
、
両
腕
と
片
足
を
伸
ば
し
て
ゆ
っ
く
り
回
転
し
、

両
腕
と
片
足
を
中
心
軸
に
近
づ
け
る
と
回
転
が
速
く

な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
（
図
１
）。

　

こ
れ
は
、
回
転
す
る
物
体
の
重
さ
が
中
心
か
ら
離

れ
て
い
る
と
物
体
は
回
転
し
に
く
く
、
反
対
に
、
回

転
す
る
物
体
の
重
さ
が
中
心
に
集
ま
る
と
物
体
は
回

転
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
状
態(

回
り
に
く
さ
・
回
り
や
す
さ)

の
こ

と
を
物
理
学
で
は
、「
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
」
と
言
い

ま
す
。

　

こ
の
原
理
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
身
体
を
回
転
さ

せ
る
時
に
は
、
腕
や
脚
を
で
き
る
だ
け
回
転
軸
に
近

づ
け
た
方
が
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
は
小
さ
く
な
り
動
か

し
や
す
く
、
よ
り
小
さ
な
力
で
回
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
腕
や
脚
を
開
く
と
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
は
大
き

く
な
り
、
回
転
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

■
軸
を
中
心
に
小
さ
く
回
る

　

四
股
立
ち
の
移
動
で
回
転
す
る
動
き
を
、
力
学
的

な
視
点
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

　

移
動
の
際
に
足
で
床
を
蹴
っ
て
足
を
大
き
く
振
っ

て
し
ま
う
と
、
身
体
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
重

量
を
回
転
さ
せ
る
の
と
同
じ
動
き
に
な
る
た
め
、
慣

性
モ
ー
メ
ン
ト
は
大
き
く
な
り
、
回
転
し
に
く
い
動

き
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
足
を
軸
足
側
に
引
き
寄
せ
な
が
ら
回
転

し
、
目
的
方
向
へ
足
を
送
り
出
す
よ
う
に
す
る
と
、

ス
ム
ー
ズ
に
回
転
し
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
動
き
は
、軸
を
中
心
に
小
さ
く
回
る
こ
と
で
、

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
小
さ
く
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
回
転
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
足
を
広
げ
て

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
大
き
く
し
て
い
る
の
で
、
バ
ラ

ン
ス
も
崩
れ
に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
蹴
り
は
脚
を
た
た
ん
で
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
い
る

　

蹴
り
は
、
膝
を
し
っ
か
り
抱
え
込
ん
で
か
ら
蹴
り

誌上講座

―
― 

慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
利
用
す
る 

―
―

力
学
の
原
理
は
普
遍
的
な
も
の
で
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
動
き
で
も
、
力
学
的
な
視
点
か
ら
考
え

る
と
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
身
体
を
回
す
動
き
の
力
学
「
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
気
付
き
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

ま
す
。
こ
れ
を
力
学
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
そ

の
方
が
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
が
小
さ
く
な
り
、
足
の
移

動
速
度
が
速
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
回
し
蹴
り
を
す
る
場
合
は
、
足
が
地
面

か
ら
離
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
膝
を
折
り
た
た
ん
で
体
幹

に
近
づ
け
ま
す
。

　

す
る
と
腰
を
回
転
軸
と
し
た
回
転
半
径
は
短
く
な

る
た
め
、
回
転
速
度
が
速
く
な
り
、
右
足
を
素
早
く

前
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
回
転
速
度
が
十
分
に
速
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
膝
を
伸
ば
し
て
蹴
り
を
す
る
と
力
強
い
蹴
り
に

な
り
ま
す
（
図
２
）。

　

同
じ
よ
う
に
、
前
蹴
り
、
横
蹴
り
、
後
ろ
蹴
り
も

蹴
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
前
後
で
は
膝
を
た
た
ん
で
お

り
、そ
れ
に
よ
っ
て
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
小
さ
く
し
、

ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
ま
と
め

　

身
体
を
回
転
さ
せ
る
時
に
は
、
力
学
的
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
従
っ
て
お
り
、
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
小
さ
く

し
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
逆
に
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
大
き
く
す
る
と
回
転

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

理
屈
が
分
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
効

率
が
良
い
動
き
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
動
作
の
仕
組
み
や
理
論
を
理
解
し
て
技
術

向
上
を
目
指
す
方
が
、
上
達
も
早
く
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

物
理
の
法
則
に
従
う

　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
回
）

(

参
考
文
献)

八
木
和
正
「
ス
ポ
ー
ツ
上
達
の
力
学
」
大
河
出
版

長
谷
川
裕
「
ス
ポ
ー
ツ
動
作
と
身
体
の
仕
組
み
」
ナ
ツ
メ
社

師
範　
羽
部
千
敏

大阪 ・関西万博
EXPO 2025

フ
ォ

ト メモ
リ

ア
ル

大阪　吹田玉島支部　得能裕さん 大阪　吹田青少年　永野明典さん・嘉子さん

大阪　吹田青少年　佐藤兄弟さん (2)

大阪　吹田青少年　山岡新さん・
滉さん

大阪　吹田青少年　佐藤兄弟さん

兵庫　芦屋空手道協会　合瀬恭幸さん

兵庫　芦屋空手道協会　合瀬泰子さ
ん

大阪　吹田青少年　土井原千樹さん兵庫　芦屋空手道協会　市川猛さん

兵庫　芦屋空手道協会　作野美香
さん

兵庫　芦屋空手道協会　合瀬遥乃
さん

兵庫　創心館川西支部　古林隆さん

12

令和 7年４月から 10 月

まで開催された「大阪・関

西万博」に訪れた会員の皆さんから、た

くさんの思い出のフォトメモリアルが寄

せられましたのでご紹介します。

大阪　松風館本部　三浦直さん
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  「
糸
洲
流
免
状
」
の
四
隅
に
四
神
の
図
が
描
か
れ

て
い
る
。
四
神
と
は
中
国
神
話
に
登
場
す
る
東
西

南
北
の
四
方
を
守
護
す
る
神
獣
で
「
青
龍
、白
虎
、

朱
雀
、
玄
武
」
を
指
す
。
四
神
の
成
り
立
ち
は
古

代
中
国
の
天
文
学
が
き
っ
か
け
で
、
７
世
紀
末
に

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
四
神
の
図
が
、「
糸
洲
流
免
状
」
の
縁
取

り
に
格
調
高
く
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

護
身
術
で
も
あ
る
空
手
道
の
精
神
と
大
き
く
一

致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
糸
洲
流
の
本
部
道
場
名
は
「
玄
武

館
」
で
あ
る
。
四
神
と
大
き
く
関
係
が
あ
る
。

▼
極
彩
色
の
飛
鳥
美
人
の
壁
画
で
知
ら
れ
る
奈

良
県
明
日
香
村
の
高
松
塚
古
墳
（
七
世
紀
後
半
）

に
も
、
四
神
の
図
が
四
方
の
壁
に
描
か
れ
て
い

る
。

▼
四
神
は
方
位
の
守
り
神
だ
け
で
な
く
、
色
、
季

節
、
時
刻
、
思
想
な
ど
、
古
代
か
ら
日
本
の
文
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

▼
大
相
撲
の
土
俵
の
屋
根
に
も
、
土
俵
を
守
護

す
る
意
味
で
四
隅
に
四
色
の
房(

ふ
さ)

が
飾

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
四
季
と
天
の

四
神
と
方
角
を
表
し
て
い
る
。

《
四
神
の
意
味
》

青
龍(

せ
い
り
ゅ
う)

・
免
状
の
右
上

東
の
方
向
を
守
り
、
季
節
は
春
、
刻
は
夜
明
け
、

生
々
発
展
の
時
。

朱
雀(

す
ざ
く)

・
左
上

南
の
方
向
を
守
り
、
季
節
は
夏
、
刻
は
正
午
、

人
生
最
も
盛
ん
な
と
き
。

白
虎(

び
や
っ
こ)

・
左
下

西
の
方
向
を
守
り
、
季
節
は
秋
、
刻
は
夕
方
、

実
り
の
と
き
。

玄
武(

げ
ん
ぶ)

・
右
下

北
の
方
向
を
守
り
、
季
節
は
冬
、
刻
は
夜
半
、

万
物
は
静
に
眠
り
、
来
る
べ
き
春
に
そ
な
え
て

力
を
つ
く
っ
て
い
る
と
き
。

▼
「
四
神
」
の
意
味
を
知
る
と
、
古
代
人
の
ロ

マ
ン
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
今
風
に
言
う
と
実
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
で
あ
り
、
空
手
道
の
「
道
」

の
訓
え
と
共
通
す
る
。「
道
」
と
は
、
宇
宙
や

自
然
の
法
則
、
道
徳
的
な
規
範
、
美
や
真
実
の

根
元
な
ど
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
、
人
類
は
、
異
常
気
象
、
不
安
定
な
国
際

状
況
な
ど
大
き
な
壁
に
直
面
し
て
い
る
。
私
た

ち
は
目
先
の
レ
ー
ス
（
競
争
）
に
一
喜
一
憂
す

る
の
で
な
く
、
空
手
道
人
と
し
て
、
人
類
の
ロ

マ
ン
を
語
り
合
う
時
代
を
迎
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

ココララムム

道
草

審
議
員　

林　
開
作

そ
の
二
十
七　
糸
洲
流
の
免
状
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昇
段
審
査
合
格
者
一
覧

お知らせ
2026 年「薫風号」　締切日は 2026 年４月 25 日です。

原稿の投稿については、所属長を通じて下記の地区担当の会報委員にお知らせください。
北海道地区／栗城憲康　東北地区／中村博之　関東地区／名古屋尚也・大貫光伸

関西地区／三浦直・飯森恵　中国地区／鈴木隆徳・羽部千敏　四国地区／林開作　九州地区／井出俊郎

（
令
和
７
年
４
月
26
日
～
12
月
10
日
ま
で
）

●
少
年
部

【
初
段
】

西
村
美
登
、
竹
内
太
凰
、
村
越
駿
、
臼
杵
智
大
、
山

内
遵
、
百
瀬
絆
夏
、
長
谷
川
幸
祐
、
松
本
千
花
、
池

田
開
晴
、
小
平
悠
貴
、
南
奏
希
、
伊
藤
芽
良
、
竹
縄

三
成
、
荒
瀬
結
登
、
古
屋
蓮
、
坂
本
蒼
天
、
田
中
歩
、

坂
本
瑞
季
、
木
下
真
歩
、
香
川
未
竜
、
陰
野
瑠
惟
、

岡
本
創
士
郎
、
永
田
修
晟
、
尾
崎
駿
、
渡
邊
温
紀
、

矢
野
歩
武
、
小
越
友
莉
乃
、
一
二
珠
花
、
國
津
悠
花
、

西
野
晴
紀
、
髙
木
陽
太
、
小
西
燎
、
阪
上
和
輝
、
つ

口
愛
美
、
福
井
怜
奈
、
西
村
佳
樹
、
光
山　
楽
、
花

野
光
祐
、
谷
掛
惺
太
、
杉
本
祐
樹
、
今
野
晴
音
、
島

村
海
光
、
織
田
ね
ね
、
松
井
涼
馬
、
松
井
将
馬
、
印

藤
比
奈
瀬
、
今
西
優
月
、
村
島
悠
梧
、
丸
谷
晃
永
、

佐
藤
礼
維
、
岡
田
晃
誠
、
藤
本
真
衣
、
小
田
原
一
樹
、

天
満
紳
一
郎
、
川
野
聖
奈
、
田
中
柊
也
、
岡
崎
滉
成
、

岡
崎
詩
歩
、
橋
本
す
ば
る
、
眞
鍋　

桜
、
津
村
知

咲
、
松
野
下
湧
、
吉
満
乙
貴
、
吉
満
希
妃
、
瀧
原
優

斗
、
柳
川
晴
琉
、
高
橋
優
雅
、
上
村
悠
真
、
鷲
巣
悠

人
、
初
山
結
海
、
渡
邉
泉
心
、
小
泉
う
た
、
前
田
結

智
佳
、
紺
野
純
伶
、
安
江　
桜
、
橋
口
大
地
、
杉
山

理
央
、
玉
津
百
椛
、
藤
井
我
生
、
二
口
櫂
大
、
山
野

紘
輝
、
山
本
雄
等
、
杉
村
颯
太
、
常
少
創
介
、
美
並

颯
樹
、
中
西　
漣
、
山
下
大
凱
、
鈴
木
陽
汰
、
射
場

嵐
士
、
村
松
純
樹
、
鈴
木
統
真
、
鈴
木
理
仁
、
鈴
木

聡
太
、
鈴
木
慎
也

【
弐
段
】

阿
部
由
奈
、
鷲
巣
逢
奈
、
秋
村
礼
隆
、
陰
野
瑛
多
、

堀
川
葵
、
上
村
穂
奈
吏
、
中
谷
安
那
、
岡
田
真
央
、

古
屋
美
優
、
國
吉
美
良
、
稲
垣
天
心

●
一
般

【
初
段
】

大
宮
凜
音
、
高
橋
昌
也
、
長
谷
川
千
恵
、
風
見
享
、

桒
山
詩
堂
、
山
下
勝
豊
、
宮
本
寛
冬
、
永
田
莉
子
、

北
村
ひ
な
た
、
植
原
蓮
翔
、
村
上
寛
介
、
清
原
美
園
、

伊
藤
邑
馬
、
瑞
木
泰
史
、
白
井
佑
、
杉
浦
大
河
、
中

村
虎
瑠
、
松
浦
心
音
、
尾
川
悠
、
菖
蒲
征
磨
、
岡
田

聖
己
、
徳
野
ち
ひ
ろ
、
奥
貴
大
、
中
西
健
斗
、
寺
井

陽
哉
、
河
合
菊
花
、
信
原
宏
、
田
丸
佳
奈
、
岩
佐
勇

毅
、
江
口
哲
世
、
長
島
大
紀
、
安
江
徹
太
郎
、
三
宅

聖
佳
、
山
﨑
悦
子
、
門
原
美
喜
、
北
村
七
海
、
杉
本

憲
司
、
上
山
匠
人
、
金
茂
里
歩
、
岡
﨑
琴
子
、
田
中

朝
陽
、
樋
口
新
、
佐
野
茜
、
成
田
真
優

【
弐
段
】

小
幡
祐
奈
、
廣
島
輝
彦
、
木
津
隆
弘
、
白
井
空
、
正

田
徠
斗
、
三
角
智
香
子
、
尾
上
大
知
、
山
本
雄
翔
、

古
本
大
我
、
堀
一
聖
、
豊
島
瑠
晟
、
三
塩
姫
夢
、
栗

原
怜
之
、
寺
西
真
歩
、
児
玉
綾
希
子
、
石
根
和
慈
、

中
村
悠
華
、
毎
原
瑞
基
、
濱
佑
季
、
外
山
幸
大
、
沼

野
雄
哉
、
良
永
知
美

【
参
段
】

中
村
真
理
香
、
宮
内
英
子
、
小
林
豊
、
木
下
未
奈
、

玉
田
幸
雄
、
西
口
恵
生
、
作
野
美
香
、
内
山
幸
乃
、

児
島
覇
喜
、
喜
畑
椋
介

【
四
段
】

深
草
辰
春
、
松
本
惇
、
福
永
彩
、
吉
田
佳
弘
、
伊
藤

久
美
、
小
曽
根
恵
美
、
岡
田
直
行
、
浅
田
隆
司

【
五
段
】

山
本
圭
人
、
金
子
秀
洋

編

集

後

記

『
謹
賀
新
年
』

　
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
全
国
的
に
熊
の
出

現
で
各
地
区
に
て
人
身
被
害
が
出
て
お
り
、
特
に

北
海
道
・
東
北
地
方
に
多
発
し
て
お
り
ま
す
。　

　
以
前
は
熊
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
も
関
西
育
ち

の
私
に
は
他
所
事
で
し
た
が
、隣
の
市(

箕
面
市)

の
校
庭
に
出
現
し
た
と
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
が
有

り
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
も
し
熊
に
遭
遇
し
た
場
合
、
正
拳
突

き
で
も
廻
し
蹴
り
で
も
通
用
し
ま
せ
ん
の
で
熊
に

遭
遇
し
た
際
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
般
東
京
に
て
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
空
手
道
は
個
人
戦
・
団
体
戦
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
西
地
区
大
会
で
も
今
大
会
か
ら
は
シ
ニ
ア
の

型
・
組
手
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
空
手
道
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
新
入
拳
士
を
期
待
し
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編集委員長
三浦　直

お
詫
び
と
訂
正

　

本
誌
２
０
２
５
年
薫
風
号
５
ペ
ー
ジ
の
「
師
範
小

論
文
」に
お
き
ま
し
て
山
中
光
明
師
範
の
所
属
が「
創

免状の縁取り模様。四隅に四神が配されている。
青龍 ( せいりゅう )・右上。朱雀 ( すざく )・左上。
白虎 ( びやっこ )・左下。玄武 ( げんぶ )・右下

　

国
宝
・
犬
山
城
は
日
本
最
古
の
現
存
天
守
で
、

望
楼
型
天
守
を
持
つ
平
山
城
で
す
。

　

決
し
て
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時

代
の
優
美
な
建
築
様
式
は
訪
れ
る
人
を
魅
了
し

ま
す
。

　

鉄
板
で
覆
わ
れ
た
本
丸
鉄
門
を
く
ぐ
る
と
満

開
の
桜
の
中
に
天
守
が
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
観
光
客
も
多
く
、
天
守
に
登
る
の
に

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

天
守
に
登
る
階
段
は
急
で
、
敵
を
一
気
に
攻

め
込
ま
せ
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
守
か
ら
は
木
曽
川
を
は
じ
め
濃
尾
平
野
が

一
望
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
一
階
入
り
口
の
脇

に
飛
び
出
た
よ
う
に
作
ら
れ
た
付
櫓
（
つ
け
や

ぐ
ら
）
で
す
。

　

天
守
の
正
面
を
防
御
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
三
人
の
天
下
人
が
奪

い
合
っ
た
戦
国
合
戦
の
舞
台
に
な
っ
た
城
で
も

あ
り
ま
す
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
個
人
が
所
有
し
て
い
た
珍

し
い
城
で
す
。

　

１
６
１
１
年
に
成
瀬
正
成
が
拝
領
し
、

２
０
０
４
年
ま
で
成
瀬
家
が
守
り
抜
い
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

犬山城（愛知県犬山市）

特
別
寄
稿

お
城
に
魅
せ
ら
れ
て　

体
誠
塾
岸
和
田
支
部　

伊
藤
収
登

心
館
豊
野
支
部
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
創

心
館
豊
能
支
部
」
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

犬
山
城

●
栄
誉
賞
（
最
優
秀
選
手　

３
名
）

福
元
洋
三
（
旭
空
手
道
ク
ラ
ブ
）　

菅
野
哲
多
（
藤

田
道
場
兵
庫
支
部
）　

佐
々
木
絵
梨
（
拳
志
舘
熊
野
）

●
殊
勲
賞
（
優
秀
選
手　

５
名
）

栗
原
玲
之
（
拳
志
舘
熊
野
）　

岡
田
満
里
（
拳
志
舘

昭
和
広
島
）　

小
林
か
お
り
（
拳
志
舘
昭
和
広
島
）

岩
見
雄
太
（
足
柄
館
本
部
道
場
）　

西
本
真
琴
（
新

誠
館
桜
井
）	

●
健
闘
賞
Ａ
（
優
秀
選
手　

２
名
）

金
子
右
京
（
保
土
ヶ
谷
支
部
）	　

宮
原
空
太
（
拳
志

舘
八
本
松
）	

●
健
闘
賞
Ｂ
（
優
秀
選
手　

８
名
）

尾
川
悠
（
拳
志
舘
熊
野
）　

渡
邉
夏
穂
（
拳
志
舘
熊

野
）
木
下
こ
こ
ろ
（
拳
志
舘
熊
野
）　

栗
林
希
実
（
新

誠
館
桜
井
）　

藤
本
笑
禾
（
拳
志
舘
八
本
松
）　

藤
本

侑
駕（
拳
志
舘
八
本
松
）　

三
好
功
将（
拳
志
舘
龍
王
）

神
永
千
寿
（
旭
空
手
道
ク
ラ
ブ
）

　
令
和
７
年
度 

表
彰
者



ＤＶＤ

シリーズ全 5 巻　英語字幕付き

「糸洲流空手道型大鑑」
ＤＶＤ - ＢＯＸ
５巻組・カラー 550 分
豪華ボックス仕様
5 巻セット
会員特別価格　23,000 円

監修・指導／坂上節明　企画・協力／日本空手道糸洲会総本部　カラー・120 分
定価各巻／ 5,880 円（税込）　　会員価格／ 5,200 円　　製作／株式会社クエスト

会員必需品！　お求めは各道場責任者にお問合せください

発売／糸洲会総本部 〒 230-0048  横浜市鶴見区本町通１-16- ５
TEL：045-521-6318　FAX：045-503-

「糸洲流空手道型大鑑」

英語・スペイン語字幕付き
収録時間／ 65 分
企画・監修／坂上節明　
制作・構成・編集／小田歩
定価／ 7,000 円

【収録内容】
糸洲流の歴史
座礼
拳の握り方
立ち方
用意～直れ
部位の名称
攻撃法
防御法
受けの五原則
移動式
四方体さばき
肘当て五法・手刀打ち三法
基本型１－ 10
約束組手１－ 10
鍛錬組手
巻き藁突き

ＤＶＤ
糸
洲
流
空
手
道
入
門

基本編

日
本
空
手
道
糸
洲
会
機
関
誌
　
会
報
い
と
す
新
春
号
 　
2026

年
１
月
１
日
発
行
　（
年
３
回
発
行
）
通
巻
84
号
　

発
行
／
日
本
空
手
道
糸
洲
会
総
本
部
　
〒
230-0048　

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
本
町
通
1-16-5　

TEL.045-521-6318　
FAX.045-503-2040　

　
価
格
200
円


